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ナチュラルキラ Tー（natural killer T; NKT）細胞は、T細胞受容体とともに NK受
容体を発現しているリンパ球サブタイプの一つであり、抗原提示細胞上の CD1d分子に
提示された外来性抗原である糖脂質、α-ガラクトシルセラミドを認識し活性化する。
活性化した NKT細胞は IL-4や IFN-γを産生し免疫反応を誘導するため、NKT細胞は皮
膚疾患において重要な役割を担っていると考えられている。CHS においても NKT 細胞
の関与を示唆する報告はあるが、詳細な機序は未だ明らかにされていない。そこで我々
は、NKT細胞欠損マウス（Cd1d1- /-マウス と Traj18- / -マウス、共に BALB/cバックグ
ラウンド）を用いて、CHSにおける NKT細胞の役割について解析を行った。 
これらのマウスを用いて CHS 反応を調べたところ、NKT 細胞欠損マウスでは野生型
に比べて耳介の腫脹は減弱しており、組織学的にも炎症所見に乏しくなっていた。ま
た、養子免疫細胞移入による CHS誘導モデルでは、感作後の NKT細胞欠損マウスの細








marrow derived DC; BMDC)を NKT細胞と共培養し、BMDCの共刺激分子の発現頻度とア
ポトーシス細胞数を解析したところ、BMDCのみを培養した場合に比べ、NKT細胞との
共培養系では共刺激分子は高発現となり、アポトーシスは抑制されていた。BMDCの培
養の際に NKT 細胞を加えた場合、BMDC 単独培養に比べて、BMDC からの腫瘍壊死因子
（tumor necrosis factor; TNF）産生は増加しており、この共培養系での TNF産生は、
抗 CD54 抗体や抗 CD154 抗体などの中和抗体存在下では抑制されていた。また、BMDC
と NKT細胞を共培養する際に抗 TNF抗体を加えたところ、NKT細胞による BMDCのアポ
トーシス抑制効果が減弱していた。このことから、NKT細胞による BMDCのアポトーシ
ス抑制には、BMDCからの TNF産生が関与していることが示された。 





ナチュラルキラーT（natural killer T; NKT）細胞はリンパ球サブタイプの一つで
あり、活性化すると IL-4 や IFN-γを産生し免疫反応を誘導するため、皮膚疾患にお
いても重要な役割を担っていると考えられる。そこで、NKT細胞欠損マウスを用いて、
接触皮膚炎（contact hypersensitivity; CHS）における NKT細胞の役割について検討
した。 
NKT 細胞欠損マウスにおける CHS 反応を調べたところ、野生型に比べて耳介の腫脹
は減弱していた。また、リンパ節由来の免疫細胞の移入による CHS誘導モデルでは、
CHS の感作相に NKT 細胞が関与しているとの結果が得られた。さらに、感作後の所属
リンパ節では NKT細胞は活性化され、樹状細胞（dendritic cell;  DC)も増加してい
た。 
そこで、DCを NKT細胞と共培養したところ、DCのアポトーシスは抑制され、腫瘍壊
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